
画像ﾃﾞｰﾀをｻｰﾊﾞｰやﾋﾞｭｰﾜｰが扱えるように書き換えます。

ｹﾞｰﾄｳｪｲ用PC で使用するｿﾌﾄ

①受信ｿﾌﾄ （製品名：DICOMｷｬｯﾁｬｰ）

撮影装置からｵﾝﾗｲﾝで画像ﾃﾞｰﾀを受信します。

②画像情報の調整ｿﾌﾄ （製品名：DICOMﾐｷｻｰ）

画像の種類を判定し、判定条件に合わせて画像情報を書き
換えます。

受信

ｹﾞｰﾄｳｪｲの使用例◆

自動的に送信

ｹﾞｰﾄｳｪｲ用PC
撮影装置 画像ｻｰﾊﾞｰ

A0001受付番号

A0001他の患者ID

値入力項目

A0001受付番号

値入力項目

値のｺﾋﾟｰ

「他の患者ID」 が入力できない。

代わりに「受付番号」へ入力する。

「他の患者ID」 が使用できる

ようになる。

③送信ｿﾌﾄ （製品名：DICOMﾋﾟｯﾁｬｰ）

調整後の画像ﾃﾞｰﾀを自動的にｻｰﾊﾞｰへ送信します。

画像ﾋﾞｭｰﾜｰ

最大で５箇所まで
送信可能

日本医療ソフト株式会社
医療情報システムの未来を創造しています


